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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月6日(2010.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｌ－アミノ酸を生産する能力を有する微生物の発酵培養液を分離膜で濾過し、濾液から
生産物を回収するとともに未濾過液を前記の発酵培養液に保持または還流し、かつ、その
微生物の発酵原料を前記の発酵培養液に追加する連続発酵によりＬ－アミノ酸を製造する
方法であって、前記の分離膜として平均細孔径が０.０１μｍ以上１μｍ未満の細孔を有
する多孔性膜を用い、その膜間差圧を０.１から２０ｋＰａの範囲にして濾過処理するこ
とを特徴とする連続発酵によるＬ－アミノ酸の製造方法。
【請求項２】
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　多孔性膜の純水透過係数が、２×１０－９ｍ３／ｍ２／ｓ／ｐａ以上６×１０－７ｍ３

／ｍ２／ｓ／ｐａ以下である請求項１記載の連続発酵によるＬ－アミノ酸の製造方法。
【請求項３】
　多孔性膜の平均細孔径が０.０１μｍ以上０.２μｍ未満であり、かつ、該平均細孔径の
標準偏差が０.１μｍ以下である請求項１または２記載の連続発酵によるＬ－アミノ酸の
製造方法。
【請求項４】
　多孔性膜の膜表面粗さが０.１μｍ以下である請求項１から３のいずれかに記載の連続
発酵によるＬ－アミノ酸の製造方法。
【請求項５】
　多孔性膜が多孔質樹脂層を含む多孔性膜である請求項１から４のいずれかに記載の連続
発酵によるＬ－アミノ酸の製造方法。
【請求項６】
　多孔性膜の素材がポリフッ化ビニリデン系樹脂である請求項１から４のいずれかに記載
の連続発酵によるＬ－アミノ酸の製造方法。
【請求項７】
　Ｌ－アミノ酸がＬ－スレオニンである請求項１から６のいずれかに記載の連続発酵によ
るＬ－アミノ酸の製造方法。
【請求項８】
　Ｌ－アミノ酸を生産する能力を有する微生物が、エシェリシア属（Ｇｅｎｕｓ　Ｅｓｃ
ｈｅｒｉｃｈｉａ）、プロビデンシア属（Ｇｅｎｕｓ　Ｐｒｏｖｉｄｅｎｃｉａ）、コリ
ネバクテリウム属（Ｇｅｎｕｓ　Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ）、ブレビバクテリウ
ム属（Ｇｅｎｕｓ　Ｂｒｅｖｉｂａｃｔｅｒｉｕｍ）またはセラチア属（Ｇｅｎｕｓ　Ｓ
ｅｒｒａｔｉａ）のいずれかに属する細菌である請求項７記載の連続発酵によるＬ－アミ
ノ酸の製造方法。
【請求項９】
　Ｌ－アミノ酸を生産する能力を有する微生物が、エシェリシア・コリ（Ｅｓｃｈｅｒｉ
ｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）、プロビデンシア・レトゲリ（Ｐｒｏｖｉｄｅｎｃｉａ　ｒｅｔｔ
ｇｅｒｉ）、コリネバクテリウム・グルタミカム（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｇ
ｌｕｔａｍｉｃｕｍ）、ブレビバクテリウム・フラバム（Ｂｒｅｖｉｂａｃｔｅｒｉｕｍ
　ｆｌａｖｕｍ）、ブレビバクテリウム・ラクトファーメンタム（Ｂｒｅｖｉｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ　ｌａｃｔｏｆｅｒｍｅｎｔｕｍ）またはセラチア・マルセセンス（Ｓｅｒｒａ
ｔｉａ　ｍａｒｃｅｓｃｅｎｓ）のいずれかである請求項７または８記載の連続発酵によ
るＬ－アミノ酸の製造方法。
【請求項１０】
　Ｌ－アミノ酸がＬ－リジンである請求項１から６のいずれかに記載の連続発酵によるＬ
－アミノ酸の製造方法。
【請求項１１】
　Ｌ－アミノ酸を生産する能力を有する微生物が、エシェリシア属（Ｇｅｎｕｓ　Ｅｓｃ
ｈｅｒｉｃｈｉａ）、コリネバクテリウム属（Ｇｅｎｕｓ　Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉ
ｕｍ）またはブレビバクテリウム属（Ｇｅｎｕｓ　Ｂｒｅｖｉｂａｃｔｅｒｉｕｍ）のい
ずれかに属する細菌である請求項１０記載の連続発酵によるＬ－アミノ酸の製造方法。
【請求項１２】
　Ｌ－アミノ酸を生産する能力を有する微生物が、エシェリシア・コリ（Ｅｓｃｈｅｒｉ
ｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）、コリネバクテリウム・グルタミカム（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒ
ｉｕｍ　ｇｌｕｔａｍｉｃｕｍ）、ブレビバクテリウム・フラバム（Ｂｒｅｖｉｂａｃｔ
ｅｒｉｕｍ　ｆｌａｖｕｍ）またはブレビバクテリウム・ラクトファーメンタム（Ｂｒｅ
ｖｉｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｌａｃｔｏｆｅｒｍｅｎｔｕｍ）のいずれかである請求項１０
または１１記載の連続発酵によるＬ－アミノ酸の製造方法。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明の連続発酵によるＬ－アミノ酸の製造方法の好ましい態様によれば、前記のＬ－
アミノ酸を生産する能力のある微生物は、エシェリシア属（Ｇｅｎｕｓ　Ｅｓｃｈｅｒｉ
ｃｈｉａ）、プロビデンシア属（Ｇｅｎｕｓ　Ｐｒｏｖｉｄｅｎｃｉａ）、コリネバクテ
リウム属（Ｇｅｎｕｓ　Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ）、ブレビバクテリウム属（Ｇ
ｅｎｕｓ　Ｂｒｅｖｉｂａｃｔｅｒｉｕｍ）またはセラチア属（Ｇｅｎｕｓ　Ｓｅｒｒａ
ｔｉａ）のいずれかに属する細菌であり、特に好ましい細菌は、エシェリシア・コリ（Ｅ
ｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）、プロビデンシア・レトゲリ（Ｐｒｏｖｉｄｅｎｃｉ
ａ　ｒｅｔｔｇｅｒｉ）、コリネバクテリウム・グルタミカム（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅ
ｒｉｕｍ　ｇｌｕｔａｍｉｃｕｍ）、ブレビバクテリウム・フラバム（Ｂｒｅｖｉｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ　ｆｌａｖｕｍ）、ブレビバクテリウム・ラクトファーメンタム（Ｂｒｅｖ
ｉｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｌａｃｔｏｆｅｒｍｅｎｔｕｍ）またはセラチア・マルセセンス
（Ｓｅｒｒａｔｉａ　ｍａｒｃｅｓｃｅｎｓ）である。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　以下、本発明の連続発酵によるＬ－アミノ酸の製造方法をさらに詳細に説明するために
、図１および図２の概略図に示す連続発酵装置を用いることによる、連続的なＬ－スレオ
ニンおよびＬ－リジンの発酵生産について、実施例を挙げて説明する。本発明はこれらの
実施例に限定されない。
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